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○伏見市長 それでは、定刻となりましたので、ただいまから令和３年度第１回枚方市総合教育会

議を開会いたします。 

  教育委員の皆様には、お忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございます。総合教育

会議は、教育委員の皆さんと私が直接意見を交換できる大切な機会ですので、有意義な協議の場

になるよう進めていきたいと考えております。 

  本日は、「総合型放課後事業の取り組みについて」というテーマで、皆様と意見交換をさせて

いただきたいと思います。 

  私は、本市の持続的な発展に向けて、子育て環境の充実は、本市にとって非常に重要な施策の

一つであると考えております。 

  近年におきましては、少子化の進行や核家族化の進展、共働き世帯や一人親家庭が増加してお

ります。子育て支援へのニーズが増加、多様化している中で、小学校入学以降も保護者が安心し

て就労できる環境と、子どもたちが学校で楽しく安全に過ごせる環境の整備が急務と考えており

ます。 

  また、子どもたちを取り巻く環境については、子どもたちは非常に忙しくなっております。ス

イミングスクール、ピアノなどの習い事といった、大人が決めたプログラムに沿って、子どもた

ちが学んでいるということが、以前と比べるとたくさん増えていると思います。 

そのような中で、子どもたちには、子どもたちの時間、子ども同士の仲間、子どもたちが安心

して過ごすことができる空間、この３間を充実させることが、今の子どもたちに必要であると強

く思っております。 

  教育大綱に、「社会の大海原で自立して生きていくことができるよう、集団生活や職業の体験、

地域社会との関わりなど、社会で生きていくための準備の場として様々な体験の場を提供し、生

きる力を育み、未来への可能性をできる限り多く持たせたまま社会に送り出してあげることを枚

方市の学校教育の使命とし、“枚方の子ども”を育成します。」と記載しているとおり、子ども

たちが生きていくためのその基礎となる「知育・体育・徳育」については、遊びを通して学ぶと

ころが大きいと思いますので、このような安心できる遊び場を作ることが、非常に大事だと考え

ております。 

  今年度の４月から、留守家庭児童会室と放課後子ども教室を一体的に運営する総合型放課後事

業は、民間活力も活用し、土曜日及び３期休業期に、市内４カ所の小学校に先行実施をしており

ます。今後は、先行実施の取り組み内容も踏まえまして、令和４年度を準備期間として、令和５

年度からの全校での総合型放課後事業の実施に向けて、取り組みを進めていきたいと考えており

ます。 

  以上のことから、本日の総合教育会議では、総合型放課後事業の取り組みにおいて、本市が放

課後の子どもたちの居場所づくりの課題として捉えている４つの項目、「子どもの育ちへの支

援」、「子育て環境への支援」、「放課後の安全な居場所づくり」、「児童の安全確保と効果

的・効率的な運営」をテーマとしています。このテーマにつきまして、次第に沿いまして、協議

を深めたいと考えております。 

  教育委員の皆様におかれましては、忌憚のないご意見をいただき、私と教育委員の皆様が一定
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の方向性、同じような共通認識をもって、放課後の子どもたちの居場所づくりに取り組める形が

できればと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、この総合型放課後事業の取り組みにつきまして、４つの項目について、順次意見交

換を行っていきたいと思います。 

  それでは、１つ目の項目であります、「子どもの育ちへの支援」というテーマで、皆さんと意

見交換させていただきたいと思います。 

  それでは、発言のある方ですね、挙手いただきまして、順次意見言っていただければと思いま

す。 

○谷元委員 「子どもの育ちへの支援」という観点から、私の考えを述べさせていただきます。 

  私が小さい頃は、野原や家の前の道路で、伸び伸びと自由に遊んでいました。今のように習い

事も多くなく、留守家庭児童会もありませんでした。 

  昨今では、公園自体は増えましたが、遊具が危険だということで、公園の遊具が減り、ボール

遊びも禁止されていることも影響して、今の子どもたちは家の中で遊ぶことが多くなっているよ

うに思います。 

また、子どもたちが外で遊ぶことへの不安から、親は家の中で遊ぶように促すことが多くなり、

結果として室内遊びやゲーム機での遊びが増えているのが現状だと思います。 

  このような現状から、子どもたちの成長に必要な要素である、自由で自主的に過ごすことがで

きる時間や、安全で自由に遊べる空間、友達との交流で生まれる仲間、いわゆる３間の確保・充

実が求められていると思います。 

  学習指導要領には、子どもの生きる力を育み、生涯にわたって能動的に学び続けることができ

るよう、主体的・対話的で深い学びの実現が重要であると書かれています。 

  自主性や主体性は、いつから育つのかを考えたとき、子どもの頃の遊びの中で育っていくもの

も多くあるのではないかと思います。 

  カイヨワというフランスの哲学者は、「遊びとはあるはっきり定められた時間・空間の範囲内

で行われる自発的な行為、もしくは活動である。遊びは、何よりもまず自由な行為であり、遊ぶ

人は自発的に自分の意思で遊び始める。また好きなときに、もうやめたと言って立ち去ることの

できる自由で任意の活動である。」と述べられています。 

子どもは、遊びを自由に選んだときだけ、その遊びを何度も繰り返し、遊びに集中していくそ

うです。遊びは子どもの自主性と主体性が育つ時間であり、遊び場はそれを育む空間であるとい

うことです。 

  全国学力・学習状況調査の質問紙を分析した結果、枚方市の子どもたちの、「失敗を恐れない

で挑戦している」・「将来の夢や目標を持っている」という自尊意識について、肯定的な回答は

約７割程度ありましたが、コロナ禍の影響もあったのか、低下傾向にあることが分かりました。 

自己肯定感や将来に対する考え方は、人との関わりが減少していることが影響していると考え

られます。自己肯定感が高い児童ほど、学習意欲が高く、結果として学力も高くなる傾向があり

ます。 

子どもの能力には、学力テストなどで測ることができる認知能力と、テストでは測ることがで
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きない非認知能力があります。 

非認知能力とは、意欲、集中力、忍耐力、やり遂げる力のように、目標を達成する力と、協調

性や共感性、信頼といった他者と協働する力が含まれます。子どもの頃の遊びは、この非認知能

力を高めることに大きく影響している活動が多く含まれているといってもよいと思います。 

豊かな体験活動としての遊びは、心身ともに健康な生活の基盤となり、子どもの成長を育み、

生きる力を身につけ、自立していく糧となります。 

  総合型放課後事業を通して、枚方の子どもたちが笑顔で健やかに成長できるよう、環境を整え、

子どもたちが自由に遊んだり、勉強したりする姿を温かく見守っていく必要があると考えていま

す。 

○中西委員 私の意見を述べさせていただきます。 

  近年、子どもたちの遊び場が年々少なくなってきているように感じます。外では車や自転車に

気にしながらボール遊びができず、公園でもボール遊び禁止の貼り紙があることがあります。 

また、公園ではさまざまな年齢の子がいるなかで、思い切り公園で遊ぶことがすごく難しく感

じます。ＩＣＴ教育、デジタル化が進む一方で、運動能力が低下する子どもたちも増えてきてい

ます。安心して体を思い切り動かせる場所が必要だと思います。運動もでき、勉強したい子は図

書館で勉強もできる、文武両道ができる場所、それは学校だと思います。学校が終わった後に、

子どもたちが安心して遊べると、私たち親も安心します。 

○伏見市長 そうですね。今の子どもを取り巻く環境というのは、皆さんが子どものときとは全く

異なるものであると思います。 

私にも当てはまることですが、親として子どもを思い切り遊ばせてやりたいと思うけれども、

なかなか遊ぶ場所や時間がないといった制約が生じているのが、現状であると思います。 

そこで、このような事業で、遊ぶ場所を作るということは、大変重要なことであると思います。 

  先程、谷元委員がおっしゃったように、子どもの頃の遊び自体が、集中力・忍耐力・やり遂げ

る力などの生きていく上で、必要となる力を育んでいると思います。子どもは、それを鍛えよう

と思って遊んでいるわけではありませんが、子どもたちの遊びの中で、自然とそのような力が身

につくと思います。 

だからこそ、遊ぶことができる場所は、やはり大事だと改めて感じました。 

○近藤委員 ＩＣＴやデジタル化が進んでいく中で、昔と異なり、遊ぶ場所が少ないというご意見

をお伺いしまして、まさにそのとおりであると思います。 

教育委員の研修会で知ったことなのですが、ゲームを長時間続けることで、多大な弊害が生じ

てしまうということについて検証していたものがありました。ゲームを４時間から５時間程度続

けている子どもたちは、学習効果が低下しているとの報告がありました。また、勉強をどれだけ

しても、学習効果が一向に上がらないという検証データも出ておりました。 

このようなことがなぜ起きるのでしょうか。それは、子どもを取り巻く社会環境が変化してお

り、親が子どもたちに外遊びをさせていないことが原因ではないかと思います。また、ＰＣゲー

ムやＳＮＳという、依存性が非常に高い電子機器が簡単に手に入ってしまうし、親もそれを与え

てしまうことも原因の一つであると思われます。 
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このような課題は、非常に大きいと感じております。特に低学年の子どもたちは、外遊びを通

して、様々なことを学びます。例えば、ルールづくりや身の回りの危険など、様々なことが外遊

びを通じて学ぶことができます。 

そのようなことを、学校という場を通して、学ぶことができる環境を子どもたちに与えようと

している総合型放課の事業については、非常に良いことだと考えております。 

○伏見市長 近藤委員がおっしゃられたように、最近は、ゲームしている子どもたちが多いように

思います。ゲーム全部が駄目だということではありませんが、ゲームを長時間続けることで生じ

る弊害というのは、少なからずあるのではないかと思います。 

そのような現状を踏まえて、外遊びは、子どもたちに必要不可欠であると、私も思います。 

○谷元委員 枚方市で実施しております、全国学力・学習状況調査の質問で、「１日あたりどれく

らいの時間テレビゲームをしますか。」という質問があります。 

枚方市では、「３時間以上」と答えた児童の割合が、３割を超えております。中には、「４時

間以上」と答えた児童が３割くらいいる学校もありました。全国的には、「３時間以上」と答え

た児童の割合は、約29％程度ということなので、少し多いほうではないかと思います。 

テレビゲームは、子どもたちが受け身になってしまうと同時に、強い刺激を与えるものです。

長時間テレビゲームで遊ぶことは、脳に必要以上に強い刺激を与えることになるので、学習効果

などに弊害が生じているのではないかと思います。 

大人は、子どもの発達や成長に沿って、見守り、支えてあげることが大切であると思います。 

また、子どもたちが、外で体を動かして遊ぶ時間が、例え長時間になったとしても、脳へ必要

以上に強い刺激を与えるということは、ほとんどないと思います。むしろ、外で遊ぶことは、体

の発達だけでなく、脳にも大変よい影響を与えます。体を動かして遊ぶことで、子どもたちは、

情緒が安定し、友達にも寛容になり素直になります。その上で、自分をコントロールする力も向

上するのではないでしょうか。 

時には、友達と対峙することも経験するかもしれませんが、外で遊ぶことは、自信や自己肯定

感を育み、道徳性が芽生えることに繋がります。 

つまり、外で遊ぶということは、子どもたちにとっては、特権のようなものであり、その特権

が、この時代に少しずつ奪われていることが、心配だと感じています。 

だからこそ、自由に伸び伸びと遊ぶことができるように、環境を整えることが、今だからこそ

必要ではないかと思います。 

○伏見市長 そうですね。子どもたちが、それぞれ関心のあることに、集中することができるよう

な場になれば、良いのではないかと思います。子どもたちの関心というのは、多岐にわたります

ので、体を動かすのが好きな子もいれば、本を読むことが好きな子もいます。また、本の内容に

も様々なものがあります。 

様々な関心が芽生えるなかで、子どもたちの意思で遊びを楽しむことが、できるような場にな

ればいいと思います。 

○奈良教育長 私は、孫のお守を休みの日にすることがあります。 

孫も、週のうちに３日間ぐらい習い事に行ったり、スポーツ教室に行ったりしています。習い
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事がない日は、公園で遊ぶこともあるのですが、けがさせたらいけないので、私も遠巻きにいつ

も見ています。 

子どもは、遊びの天才だと言われることがありますが、その名の通り、様々な遊びや、ルール

を考えるわけです。そのように考える中で、想像力が働き協調性が芽生え、社会性が育つのだろ

うと思います。 

このような点は、昔とあんまり変わらないと思います。様々な遊びを想像していくことで、い

ろんな力が培われており、これは、非常に大事なことだと思います。 

先ほど申しましたように、子どもたちは、非常に忙しく大人数が集まることが難しい。遊ぶ場

所についても、たくさんの規制があります。 

そういった中で、安心して安全で遊べる場所というのは、学校のグラウンドだと思っておりま

す。学校のグラウンドを開放していくことが、大事なのではないかと思うわけです。 

だからこそ、今回、子どもの育ちを支援していくなかで、子どもたちの遊びをきちんと保障し

ていくという姿勢を、保護者の皆様に理解していただくということが、重要であると思います。 

保護者の中には、自身が働いておられて、放課後の子どもたちの様子を見ることができないと

いう現状があるなかで、安心して預けることができ、学力等を伸ばすことができるところに行か

せたいと思われることがあると思います。このような考え方から、子どもたちが習い事に通うこ

とになるわけです。 

しかし、習い事に通うには、経済力が必要となります。経済的な事象よっては、習い事に行く

ことができない子どもたちもいるわけです。そのような時にこそ、学校の中で、子どもたちの居

場所を作ることが重要です。 

学校は教育活動の中で、子どもたちに遊びの重要さを啓発していくことが、非常に大事なこと

だと思います。 

○伏見市長 ありがとうございました。 

では、「子どもの育ちへの支援」というテーマについて、まとめさせていただきたいと思います。 

  このテーマにおきましては、子どもの頃の遊びの中で、子どもたちの自主性・主体性が育って

いくため、子どもの頃の遊びは、意欲・集中力・忍耐力・やり遂げる力などの非認知能力を高め

ることにも大きく影響しております。 

総合型保育放課後事業では、自由に過ごすことができる環境を整えた上で、子どもたちが自由

に過ごす姿を温かく見守ることが必要です。 

  それから、ＩＣＴ教育やデジタル教育が進む中で、運動能力が低下する子どもたちも増えてお

ります。そのような課題も生じているため、安心して気兼ねなく体を動かせる場所が必要だと言

えます。 

以上を１つ目のまとめとさせていただきます。 

  それでは、２つ目に「子育て環境への支援」というテーマで、意見交換させていただきたいと

思います。 

  それでは、意見をお願いします。 

○中西委員 共働き世帯の割合が増加し、女性の社会進出が進む中で、就学後の子育てと仕事の両
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立を支援する環境づくりをより進める必要があると思います。 

よく小１の壁と言われていますが、保育所のときよりも仕事と家庭の両立がしづらいと感じて

いる保護者の方も結構いらっしゃると思います。子どもが小学校に上がれば、仕事では時間短縮

勤務が切れるなど、子どものお迎えの段取りに苦労し、夏休みなどの短期休業期の対応があるほ

か、持ち物や宿題、勉強のサポートも必要になってきます。 

少しでも保護者が安心できるよう、就学後も継続して、保護者の保育ニーズに応えられるよう、

対応が必要だと思います。 

○伏見市長 そうですね。今日では、共働き世帯が70％を超えようとしています。このような状況

では、子どもを安心して預けられる場所が必要であり、ニーズも増えてきていると考えられます。 

○橋野委員 私は、子どもが低学年の間は宿題が終わってからでないと遊びに行ってはいけないな

どのルールを作ったりしていました。 

総合型放課後事業を実施するに当たって、保護者の立場としては学校にそのまま残っても、自

ら宿題ができる子になってほしいと思っています。家に帰ってから遅い時間に宿題を出してきて、

早くやりなさいを言いたくないけど言ってしまいます。 

学校では現在タブレットを使用し、学習コンテンツを活用しています。放課後子ども教室で学

習や宿題等ができる環境設定を行うことで、毎日学校の終了後に子どもたちがタブレットを活用

して学習することも可能です。特に低学年については、校庭を使用できる時間が６時間目以降と

なりますので、その間の待ち時間に宿題をすることもできると思います。 

低学年の間に宿題をすることを習慣づけることはとても大切です。毎日習慣づけることで学力

向上につながるのではないでしょうか。 

また、放課後子ども教室で子どもたちがそうした際に声をかけてもらえると、習慣づけにもな

りますから、やらないといけないことを優先順位として意識づけることも大切だと思っています。 

○伏見市長 親として、学校で遊ぶことと同時に、宿題はきちんと済ましてほしいという思いがあ

るということは、非常に共感できます。 

放課後を学校で過ごす時間があったときに、自ら宿題をやってほしいと思うのですが、これは

大人が言わなければ、宿題をやらない子どももいると思います。 

放課後子ども教室の中では、宿題に関するルールを設けているのでしょうか。 

宿題についてのルールは、今決めるものでないと思いますが、どのようにすることが望ましい

のでしょうか。 

○橋野委員 保護者が、仕事が終わりで疲れているときに、子どもたちが先に宿題を済ましている

と非常に助かると思います。 

○伏見市長 確かに、そのあたりが、「子育て環境への支援」に繋がるかもしれません。 

○中西委員 どうしても目の前に誘惑や遊べる状況があると子どもは、楽しい方に集中してしまう

と思います。そこで、子どもたちが宿題を終わらせるように誘導していただけると、親としては

ものすごく助かります。 

○伏見市長 そうですね。子どもたちが、家に帰って来たら宿題は終わっていることが、保護者と

しては、望ましいと言えますね。 
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○中西委員 保護者は、宿題をきちんとしているかを点検するだけでいいので、非常に助かると思

います。 

○伏見市長 家庭においても、子どもを注意せずに済むので、より親子の会話が弾むかもしれませ

んね。 

○近藤委員 義務教育の学級編制や教職員の定数の基準に関する法律の一部が改正されて、今後、

35人学級編制が一層進んでいくことになります。現状の留守家庭児童会室には、約5,000名の児

童が在籍しており、１班につき児童50名で編成されており、約100班あると伺っております。 

現状を見ますと、１班あたりの児童数が少し多いのではないかと感じております。総合型放課

後事業として、留守家庭児童会室と放課後子ども教室のいずれかを選択できる整備をすれば、よ

り多くの児童が参加することが想定されます。 

部屋の確保等の課題は、大丈夫なのでしょうか。既に学校によっては、活用可能教室の確保が

かなり困難になっているということも耳にしております。 

今後、施設面での整備等も必要になってくるのであれば、そのような面も踏まえて、総合的・

計画的に整備を進める必要があると思います。 

続いて、アンケ―トの結果について、意見を述べさせていただきたいと思います。 

  総合型放課後事業に参加した児童125名を対象に、先行実施した４校でアンケートを取ってお

られます。４月では、否定的な意見が多かったのですが、９月になると突然変わっていることが

伺えます。 

９月実施認識のアンケートでの、「夏休みの平日参加理由」という項目では、「子どもを外で

遊ばせたい」、「友達と交流できる」の合算が64％です。また、「子どもが行きたい」という回

答が28％、先程の項目と合算すると92％です。この取り組みは、保護者の方々から、高評価を得

ていると思われます。 

  「参加した児童の学年」を見ますと、１～３年生が63％、４年生が16％です。１～４年生が、

約８割を占めております。 

低学年児童の保護者が望むものと児童の学校へ行きたいという気持ちが、今の取り組みと適合

していると思われます。 

  ただ、課題もあります。94.2％の児童が、放課後子ども教室・留守家庭児童会室の利用希望が

あるというデータがありますが、10月現在、登録率が32％に留まっている点が、利用希望と現状

が乖離しているため、精査する必要があると思います。 

○伏見市長 今は、土曜日・３期休業と利用可能日が限定的であるため、ニーズと合わないという 

面があるのではないかと思います。 

○近藤委員 私は、音楽教室を運営しておりまして、その中で、４歳児のクラスがあります。その

クラスの参加条件として、４歳児に保護者の方が同伴しなければならないというルールを設けて

おります。そのためで、４歳児クラスの開講が、土曜と日曜に集中してしまうのが現状です。 

  最近の子どもたちは、習い事を３つも４つも通っていることが多いです。これは、保護者の

方々の期待度が大きく、教育に対するお金のかけ方が、今までとは変わってきていると感じてお

ります。 
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しかしながら、習い事に通うことができない子どもたちもたくさんいらっしゃるわけです。そ

の方々を義務教育の中での、セーフティーネットを通じて、様々なことを学んでいただきたいと

思います。 

○奈良教育長 「子育て環境の支援」ということで、最近は、子育てに悩まれておる親御さんが非

常に増えていると思っています。 

少子化が進み、核家族が増えているなかで、子育てについてアドバイスしてくれる身内や地域

の人間がいないことで、孤立してしまい子育てで悩んでおられる方が、たくさんいらっしゃると

思います。 

例えば、子どもたちが、学校で問題行動を起こした際も、どのように対処すべきなのかという

ようなことで悩み、追い込まれてしまう。このような現状が多くなっております。 

この人たちをどのように支えていくのかという視点を持つ必要があると思います。子どもの遊

びをどうするのかという視点だけでは、いけないと思います。 

  今、学校ではスクールカウンセラー、あるいは心の教育相談員を配置して、子どもたちに対応

していただいております。私は、これだけは支援として、不足していると考えます。 

子どもたちの課題は、突き詰めていくと、保護者の方々が辛い現実に直結しているということ

につながっていくと思っております。このような観点を踏まえて、支援を考えていく必要あるの

ではないかと思います。 

○伏見市長 様々な家庭事情があるなかで、子どもたちを安心して預けることができる居場所を作

ることは必須であると思います。 

また、これからは、総合型放課後事業を通じて、留守家庭児童会室や放課後子ども教室を始め

とした選択肢が増えることに繋がるため、非常に有意義なことだと思います。 

  それでは、時間がまいりましたので、この２つ目のテーマですね、「子育て環境への支援」に

つきましては、次のようにまとめさせていただきたいと思います。 

  子育てと仕事の両立の観点を踏まえて、就学後も保護者が安心して仕事ができるように保育ニ

ーズに応えていくことが必要である。また、放課後子ども教室では、「遊びだけではなくて、学

習や宿題などもできる環境設定や大人からの声かけもしてほしい。」というご意見もございまし

た。 

総合型放課後事業として、留守家庭児童会室と放課後子ども教室を選択できる環境を整えてい

くのであれば、部屋の確保は大きな課題と、さらなる工夫が必要ではないかというような意見も

ございました。 

  以上で、意見集約とさせていただきたいと思います。 

  それでは、換気のため、５分間休憩させていただきたいと思います。 

 

（休 憩） 

 

○伏見市長 それでは、再開したいと思います。 

  三つ目のテーマとしましては、「放課後の安全な居場所づくり」ということで、このテーマで
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意見交換をさせていただきたいと思います。 

○谷元委員 放課後の安全な居場所づくりということで、過去の事件の話をさせていただきます。 

  平成11年12月に、京都市伏見区の日野小学校で小学生殺害事件が起こりました。当時、日野小

学校では保護者と担任の個人懇談会が開かれており、校庭には約30人の児童が遊んでいました。

そこに不審者が現れ、男子児童を刃物で襲い殺害したという痛ましい事件が起きました。 

私は、その頃、枚方の小学校で教員をしていました。同じ時期に個人懇談会を実施していまし

たので、非常に驚いたこと、ショックを受けたことを今でも覚えています。この事件がきっかけ

となり、安全面から放課後子どもが学校に来て自由に遊ぶことを中止する措置が多くの学校で図

られたように記憶しています。 

  平成13年には、附属池田小学校の事件、平成16年には奈良市で下校途中の小学生女児誘拐殺害

事件が発生しています。 

  今の子どもたちが放課後学校で自由に遊ぶことができなくなったことは、このようなことが原

因ではないかというふうにも考えられます。今の子どもたちが自由に外で遊べなくなったことは

本当に不幸なことであり、今こそ子どもが自由に遊ぶ権利を大人が保障していかなければならな

いときが来ていると感じています。 

  現在、放課後校庭開放を実施している学校というのは、資料の別紙の６ページに記載されてい

るとおり、校庭開放を実施している学校は６割、実施していない学校は４割あります。校庭開放

を実施している学校は一時期よりも増えていますが、実施していない学校の多くは登下校の安全

面や管理面、緊急時の対応に不安を持っているからだと思います。放課後の校庭開放が未実施の

主な理由が、11ページに載っています。安全管理が難しいとか、校区が広くて、安全確保が難し

いというようなことが、理由として挙げられております。 

  教職員も放課後に子どもを残して勉強を教えたり遊んだり、いろんな相談に乗ったりすること

が、難しいということが現状だと思います。だからこそ、総合型放課後事業の実施が必要ではな

いかというふうに思います。 

  近年、安全面や熱中症など、子どもの体調管理の面からも、大人の見守りは欠かせません。総

合型放課後事業は、不審者から子どもたちを守り、安心して子どもが過ごせる居場所として、保

護者からの期待もとても大きい理由であると思っています。 

総合型放課後事業は、子育てと仕事の両立を支援するとともに、子どもの権利を守り、子ども

の可能性を広げ、全ての児童に安全で豊かな放課後環境を提供しなければならないと考えていま

す。 

○伏見市長 先ほど、「子どもの育ちへの支援」ということで、皆さんと意見交換させていただき

ましたが、子どもの自主性、自由な場所、遊びを確保してあげるということが重要ということは、

一方で、やはり安全であるということが必須であることに繋がります。 

だからこそ、大人が安全を確保していかなければならないと思います。 

○橋野委員 家でゲームばかりしているより、外遊びで体を動かしてほしいと思っていますので、

学校で開放していただくことはとてもいいことだと思っています。 

また、大きな声を出して遊べる場所も少ないことや、公園で禁止されているようなボール遊び
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ができる場所の提供は嬉しいことです。 

それでも、学校から帰るときの安全管理について、子どもたちだけで下校するのは大丈夫でし

ょうか。夏は明るいけれど、寒くなってくると暗いので心配です。友達同士で誘い合って帰る。

保護者が迎えに行くなど、それぞれの家庭の考えを尊重することも大切ですが、全校での実施す

る際にはそういった課題を整理した上で、安全管理を行う必要があると思います。 

  以上です。 

○伏見市長 そうですね。心配です。登校の方は、子どもたちは集団登校をしていますが、特に下

校の方は集団下校の日はあるかもしれませんが、毎日ではありません。 

その中で、昨今のニュースを聞くと、親としては非常に心配なところです。しかし、登下校は

毎日ありますので、どう守っていくのかということは、非常に重要であり、地域の皆様にも、協

力いただきながら見守っていただいております。 

最近では、朝の集団登校も地域の方や保護者の方が付き添っているところもあります。 

心配することがさらに今増えている、そんな時代になったように感じます。 

○近藤委員 安全の定義というものは、非常に難しい問題です。登下校時の安全を確保することは、

絶対条件だと考えます。ＩＣＴを活用する手法等を取り入れながら、安全を確保することが必要

だと思います。 

  ただ、校庭での自由な遊びを担保しなければならないという課題に対して、大人の関わりが大

き過ぎることには疑問を感じます。 

本来の遊びの場で得るべきものを得ることができない場合は、本末転倒です。子どもが、怪我

をして学ぶことは多いと思います。ただし、後遺症が残るような事象は、避けなければなりませ

ん。 

自由を担保してあげることも重要ですが、非常に危険なことを回避することも同じくらい重要

です。どのような形で、管理監督するのかということも決めておく必要があります。 

また、他学年の子どもたちとのやり取りを通じて学ぶことは、非常に多いと思います。他学年

とのやり取りの中で社会に出て必要なコミュニケーション能力である伝達力、非認知能力が培わ

れると思います。だからこそ、幼い時から、他学年とのやり取りを経験させてあげることは、非

常に重要なことだと思います。 

そのため、どのように安全・安心を確保しながら、自由を担保していくのかという点について

考えなければなりません。 

留守家庭児童会室・放課後子ども教室をご利用していただく保護者の方々に、「遊びに行かす

のであれば、ある程度の怪我をしても仕方がないと」考えていただくのは、難しいかもしれませ

んが理解してもらう必要があります。 

○奈良教育長 喧嘩が起こって、怪我をしたときに、学校の管理運営責任が問われるのではないの

かということを懸念して、校庭開放に躊躇している校長先生もおられました。当然、子どもたち

は遊びの中で喧嘩もしますし、怪我もします。しかし、子どもたちは喧嘩をする中で、様々なこ

とを学ぶのです。 

子どもたちは、公園で喧嘩をするかもしれませんが、必ず誰かが仲裁役に入って、「まあまあ」
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と言いながら何とか収める、というようなことを、子どもたちは遊びの経験を通して身につけて

いただきたいと思います。 

しかし、今日では、喧嘩というよりもむしろ犯罪に近いような大怪我を負わせてしまう事件を

よく耳にします。この点については、我々、大人が気を付けておく必要があります。 

校庭開放については、基本的には安全だが、使い方によって怪我をすることもあります。その

中で、こういうことをしたら大きな怪我に繋がる可能性あるということを学習することが、子ど

もたちにとって非常に大事であると思います。 

だからこそ、私たちは、安全な居場所づくりとは言いますが、100％安全ではないということ

を保護者の方々に、知っていただくということは非常に大事なことだと思います。 

○伏見市長 子どもは、小さい頃から喧嘩も経験しておいたほうが良いと思います。逆に、喧嘩を

経験せずに、大人になってから初めて喧嘩をしてしまうと、加減も分からないし、恐ろしいこと

になりかねないと思います。また、喧嘩も経験のうちだと思います。 

そのような点について、保護者の皆さんにもご理解していただく形で取り組まなければ、本当

にトラブルが起こりかねないと思います。 

○谷元委員 喧嘩の話が出ましたが、私達が小さい頃は、一緒に遊んでいるのは同学年の子だけで

はなくて、高学年の子とかも一緒に遊んでいました。 

小さい子が喧嘩していたら、喧嘩の仲裁をするまではいかなくても、「何をしているの」と声

をかけて、様子を伺ってくれるお兄ちゃん、お姉ちゃんがいたものです。 

そうすると、小さい子どもは、親のような大人から言われるよりも、素直に聞いて成長してい

きます。また、高学年のお兄ちゃん、お姉ちゃんも仲裁をすることによって、小さい子たちの面

倒を見るようになり、成長していくと思うのです。 

危険回避は絶対にしないといけないですが、小さい頃に「こういうことは危険である。」とい

うことが理解していると、年下の子どもたちに教えることもできます。 

しかし、子どもたち遊びを通しての交流は、減っているが現状です。最近では、放課後に友達

と遊ぼうと言っても、家で別々のゲームをしており、それでも、子どもたちは一緒に遊んでいる

という感覚です。 

  このような現状も踏まえて、学校では、学年を問わず交流を進めているのですが、時間的にも

少ないので、そのような機会を作っていかないといけないなというふうに思います。 

○伏見市長 安全は、必ず確保しなければなりません。これは、外からの侵入や、命に関わること、

犯罪行為に繋がる危険は回避しなければならないためです。 

危険性を予測できるものについては、リスクを回避していき、一方で、怪我や喧嘩などは、一

定経験しておく必要があり、安全をどこまで確保していくのか、線引きが非常に難しいところで

す。また、総合型放課後事業を運用していくにあたって、線引きを整理した上で、事業を進めて

いく必要があると思います。 

  それでは、このテーマの集約をさせていただきます。 

まとめとして、総合型放課後事業は、保護者からの期待がとても大きな事業であり、子育てと

仕事の両立への支援とともに、子どもの権利を守り、可能性を広げ、全ての児童に安全で豊かな
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放課後環境を提供しなければなりません。 

安全管理については、保護者のお迎えなど、登下校も含めた課題を整理していく必要がありま

す。この点については、今、結論づけることはできません。 

しかし、子どもたちの安全の確保を、どのように考えていくのかという点については、引き続

き運用に当たる中で検討する必要があると思います。 

  それでは、最後のテーマになりますが、「児童の安全確保と効果的・効率的な運営」というこ

とで、どのような運営、人員の確保、民間活力の活用等について、皆様からご意見いただければ

と思います。 

○近藤委員 現在45校の小学校が、枚方市にはございます。45校と数が非常に多きものであるため、

事業実施を検討するに当たっては、費用対効果を十分検証した上で事業を進める必要があると思

います。 

また、将来を担う子どもたちへの投資としては、枚方市の全小学生を対象に居場所を提供する

ということであることを鑑みれば、多くの方がお認めいただける経費なのではないかと考えてい

ます。 

  コロナ禍による経済状況や市の財政状況を考えると、事業を実施するには経費の抑制というこ

とを図ることが非常に重要であり、必要であると思います。 

事業の実施にあたっては、民間委託の推進や国庫補助金の活用を積極的に行っていただき、財

源を確保するとともに、総合的かつ一体的に行うことで、重なり合った部分や類似部分を外して

整理することで、効率的・効果的な運営を図っていただくということが肝要だと思います。 

○伏見市長 私も同感です。これまで議論してきました、子どもの育ちの部分、子育て環境の部分、

これらの部分を整えていくと同時に、運営していくために、財政面については、必ず考慮しなけ

ればなりません。 

枚方市教育委員会として、どのように予算を確保していくかという点については、非常に重要

な問題です。ご指摘のあったように、費用対効果や、二重になっているとかそういうところを効

率的に運営していくという点は、必要不可欠だと、私も考えるところです。 

○中西委員 学校は安全とは言っても、普段の登下校ではない時間の登下校には不安が付き物です。

そのため効率的にＩＣＴを活用した入退室の管理の導入も、検討を進めていただきたいと思いま

す。 

検討が必要なことはたくさんありますが、子どもたちのために思いっ切り体を動かし、思いっ

切り勉強や読書ができる居場所づくりをお願いしたいです。 

○伏見市長 そうですね。最新技術を活用して、運用をできるところは取り組みを進める必要があ

ると思います。人が見守っているということも大事ですが、一方で現実的に全場面を人が見守る

ことができるかというと、必ずしもそうではありません。その部分をＩＣＴで安全を確保できれ

ば、使わない点はないと思います。 

  今、これも実証的に取り組んでいる、下校時に門のセンサーで、子どもたちが通った履歴が出

るシステムも、実証的に一部の学校で取り組んでいるところです。ＩＣＴの利活用については、

これから詰めていただきたいなと思います。 
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○奈良教育長 私は、ＩＣＴを積極的に活用しながら子どもの安全を守っていくのは、これからの

時代では必要なことだと思います。 

一方で、今地域の教育力が低下してきているということをよく耳にします。確かに、私が地域

で近所の人の顔を見ても、誰だか分からないことがよくあります。しかし、これでは良くない訳

です。地域の教育力を高めるように取り組み、子どもの育ちを地域で考えるような、地盤を作っ

ていく必要があります。 

最近では、挨拶しただけで不審者だと言われてしまわないかと不安に感じ、子どもに簡単に声

をかけることができない大人がたくさんおります。しかし、そのような状況は、望ましくありま

せん。 

子どもたちを地域の中で見守り、関心持ち、積極的に話しかけてもらえる部分が必要です。今、

小学校では、コミュニティスクールを通じて、いろんな地域の方も関わってもらっている訳です、 

こういった課題に向き合うために、ＩＣＴだけではなくて、人の力で子どもたちを守っていく

そういった地域を作る動きが非常に大事だと思います。 

そのため、枚方市は、コミュニティ活動・自治会活動がきちんと活動できるような支援を、市

全体で取り組むことが、大事だと思います。 

○伏見市長 子どもを見守る活動は、ほとんどの校区でやっていると思います。 

その中でも、高齢化など様々な課題があると思います。枚方市として活動を支援しながら、Ｉ

ＣＴの技術も活用して、取り組みを進めていかなければならないと思います。 

○奈良教育長 子どもたちが被害者となる事件が頻発した頃、地域の方々がパトロールをしてくだ

さったのですが、円滑にパトロールを実施することは非常に困難でした。 

地域によっては、犬の散歩される方がローテーションを組み、見回りしていただいておりまし

た。子どもたちの下校時間には進んで犬の散歩してもらおうということを、高齢の方にそういっ

た取り組みをしていただくだけでも随分違います。 

そして、子どもたちを地域が一丸となって見守るような取り組みが増えたことで、最近は、事

件が少なくなってきています。 

○伏見市長 私も通勤の時間帯に、子どもの集団登校とすれ違うことがあります。この時に、挨拶

するのかしないのか、非常に悩むのです。 

しかし、地域の活動として防犯に取り組んでいることが、ゼッケンなどを着て分かるようにす

ると、子どもたちに声をかけやすいと思います。しかし、ゼッケンを着てないときに声かけると、

不審者扱いをされてしまう、悲しい現実もあります。地域の人々が、子どもたちに声かけられる

ような関係性を築くことができれば、犯罪も起こりにくいと思います。 

ただし、地域によって活動に差があるので、我々としたら支援を、お金をかけてでも人員を確

保する必要があると思います。 

また、行政として、ボランティアの力だけでは及ばない部分は、民間活力も活用できると思い

ます。より機能する形を柔軟に検討する必要があると思います。 

○近藤委員 パトロールに関する取り組みを進める上での、問題としてパトロールに参加する方が、

高齢化にしていくことがあります。 
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今は、小学生5,000人が、留守家庭児童会室を使っています。今後、総合型放課後事業の取り

組みが進み、利用者が１万人を超えてくると、情報のコントロールが非常に難しくなるため、そ

の部分はＩＣＴ活用をする必要があります。アナログとデジタルの複合でなければ、子どもたち

を守ることはできませんので、人の力は必須です。 

パトロールなどの取り組みに参加する人が１人でも増えれば、犯罪発生率は大きく変わると思

います。 

 話は変わりますが、アメリカのテキサス州では、州立学校は必ず黄色の送迎バスで登下校をし

ているという事例があります。テキサス州の法律では、子どもを１人で歩かせていれば、保護者

によるＤＶと判断され、保護者は逮捕させるそうです。まあ、黄色のバスの後ろには、各スポー

ツクラブのバスやお迎えに来ている保護者の乗用車などが、列をなしているそうです。 

テキサス州が、このような取り組みを採用している理由は、発砲事件や誘拐事件が頻繁に発生

しているからでございます。 

このような事例を比較すると、日本は非常に安全な国だと改めて感じると同時に、日本の子ど

もたち安全をこれからも確保しなければならないと思いました。 

だからこそ、「安全の担保」について、今できることを積極的に取り組んでいくことが必要だ

と思います。 

○伏見市長 それでは、最後のテーマについて、まとめさせていただきたいと思います。 

この「児童の安全確保と効果的・効率的な運営」については、コロナ禍において、この市の財

政状況等を踏まえ、経費の抑制を図る必要があるというご意見もございました。 

  事業実施に当たっては、民間委託の推進や補助金等の積極的活用、また事業を総合的に行うこ

とで、重なり合った類似部分の整理を行うなど、効果的・効率的な運営を図ってほしいというご

意見もございました。 

  登下校にも不安があるので、効果的にＩＣＴを活用した入退室管理等の導入も検討してほしい

というような意見もございましたので、これを意見集約とさせていただきたいと思います。 

  本日は、総合型放課後事業の取り組みの中で、４つのテーマで意見交換をさせていただきまし

た。皆様からは忌憚のない有意義なご意見をいただきまして、良い協議の場になったと感じてお

ります。 

  放課後の過ごし方に関しましては、子どもたちの安全確保のために一定のルールを設け、見守

りを行う必要があります。一方で、できる限り子どもたちが自分のやりたいことが自由にできる

ように、大人の関与をできるだけ少なくし、自主的・主体的に友達や仲間と遊ぶことができる環

境を整えることが大切だと思います。 

そのためには、大人が主体となり、遊びを提供したり、その日のスケジュールを決めたりする

ことは、事業の趣旨からはあってはならないと考えています。 

総合型放課後事業の取り組みに当たっては、子どもの視点と保護者の視点、それぞれの視点に

立って取り組みを進めていく必要があります。子どもたちにとって、安全・安心な居場所を作る

ことで、子どもたちが遊びを通じて心身共に成長できるような取り組みを進めていきたいと考え

ています。 
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  また、子どもたちが過ごす部屋の確保、人材確保も踏まえた民間活力の活用の推進、児童の安

全確保策としての入退室管理など、より効果的・効率的に行うためのＩＣＴの活用、また事業の

財源確保なども総合的に勘案し、令和５年度からの全校での総合型放課後事業の実施に向けて取

り組みを進めていきたいと考えております。 

  本日は、予定しておりました案件は、これで全て終了いたしました。 

  今後も、教育委員の皆さんとこの協議する場を設けていきたいと考えておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

  これをもちまして、令和３年度第１回総合教育会議を閉会とさせていただきます。 

  どうもありがとうございました。 

 


